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賛
成
多
数
で
可
決

一
般
会
計

反
対
　
予
算
で
は
、
借
金
７
９
４
億

円
、
２０
％
を
超
え
る
実
質
公
債
費
比

率
が
見
込
ま
れ
、
財
政
は
悪
化
し
て

い
ま
す
。
総
事
業
費
約
２５
億
円
の
庁

舎
建
設
、
地
方
債
約
５
億
４
０
０
０

万
円
を
伴
う
県
産
木
材
供
給
セ
ン
タ

ー
用
地
造
成
。
地
元
業
者
が
団
結
し
、

山
崎
木
材
市
場
を
中
心
に
す
れ
ば
造

成
費
は
い
り
ま
せ
ん
。
民
主
党
は
、

生
活
者
を
大
切
に
す
る
政
治
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
大
型
事
業
に
よ
る
借

金
は
、
市
民
生
活
を
窮
地
に
追
い
や

る
も
の
で
す
。

賛
成
　
合
併
後
に
調
整
す
る
と
さ
れ

た
多
数
の
項
目
が
整
理
さ
れ
、
残
り

１０
数
項
目
も
２０
年
度
中
に
は
整
理
さ

れ
ま
す
。
福
祉
や
少
子
化
対
策
も
、

新
規
事
業
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
宍

粟
市
の
基
盤
作
り
を
目
指
し
た
も
の

と
認
識
し
ま
す
。
心
配
す
る
起
債
残

高
や
償
還
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
会

計
制
度
・
財
政
指
標
に
準
じ
て
、
常

に
検
証
し
、
公
表
し
て
く
だ
さ
い
。

反
対
 

日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
反

対
し
ま
す
。
庁
舎
建
設
を
優
先
し
市

民
負
担
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
４
市

民
局
を
回
る
公
共
交
通
対
策
が
先
送

り
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
み
の
減
量
化
か
ら
も
、
建
設
後

の
７
年
後
に
姫
路
・
た
つ
の
市
が
脱

退
す
る
新
ご
み
施
設
の
９０
ト
ン
炉
は

縮
小
す
べ
き
で
す
。
県
産
木
材
供
給

セ
ン
タ
ー
は
造
成
・
施
設
建
設
に
県

の
補
助
が
あ
り
ま
せ
ん
。
地
元
説
明

会
を
開
催
す
べ
き
で
す
。
米
の
生
産

費
は
、
時
給

２５６
円
で
す
。
価
格
補
償

を
す
べ
き
で
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業

反
対
 

日
本
共
産
党
議
員
団
を
代
表

し
て
反
対
し
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
「
高
齢
者

支
援
金
」
が
国
保
会
計
に
新
設
さ
れ
、

一
人
当
た
り

１２.５
％
も
の
引
き
上
げ
と

な
り
ま
す
。
２
０
０
６
年
度
に
大
幅

な
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
た
ば
か
り
で

あ
り
、
市
民
の
生
活
を
圧
迫
し
て
い

ま
す
。
更
に
負
担
増
に
な
れ
ば
資
格

証
明
書
の
交
付
世
帯
が
増
え
、
医
療

機
関
に
か
か
れ
な
く
な
り
ま
す
。
資

格
証
明
書
の
発
行
は
中
止
し
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
で
国
保
税
を

引
き
下
げ
る
べ
き
で
す
。

賛
成
 

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
に
と

も
な
う
税
率
の
見
直
し
で
す
。
人
口

の
高
齢
化
に
伴
う
医
療
保
険
給
付
の

増
加
や
、
近
年
の
経
済
状
況
に
お
け

る
保
険
収
入
の
伸
び
な
や
み
が
原
因

で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

反
対
 

日
本
共
産
党
議
員
団
を
代
表

し
て
反
対
し
ま
す
。
７５
歳
以
上
の
方

は
４
月
よ
り
新
し
い
制
度
に
加
入
さ

せ
ら
れ
ま
す
。
年
金
月
額
１
万
５
０

０
０
円
以
上
の
人
は
年
金
か
ら
保
険

料
が
天
引
き
、
以
下
の
人
は
普
通
徴

収
さ
れ
ま
す
。
１
年
以
上
払
え
な
け

れ
ば
資
格
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

受
け
ら
れ
る
医
療
も
制
限
さ
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
の
ね
ら
い
は
、
高
齢
者
の

医
療
費
の
削
減
で
す
。
７５
歳
以
上
の

人
た
ち
を
差
別
す
る
医
療
制
度
を
導

入
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

賛
成
　
７５
歳
以
上
の
人
が

１４.１
％
で
、

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

老
後
に
お
け
る
健
康
の
保
持
と
適
切

な
医
療
の
確
保
の
為
、
こ
の
制
度
の

導
入
は
必
要
と
思
い
賛
成
し
ま
す
。

介
護
保
険
事
業

反
対
 

日
本
共
産
党
議
員
団
を
代
表

し
て
反
対
し
ま
す
。
２
０
０
６
年
度

に
保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
年
金

月
額
１
万
５
０
０
０
円
以
上
の
人
か

ら
は
年
金
よ
り
天
引
き
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
れ

ば
、
か
か
っ
た
費
用
の
１
割
が
必
要

で
す
。
負
担
は
重
く
必
要
な
介
護
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
上
、
認
定

制
度
の
変
更
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
制
限

も
か
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
市
は
一

般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
を
行
い
、介

護
保
険
料
を
引
き
下
げ
る
べ
き
で
す
。

賛
成
 

利
用
者
数
、
給
付
費
も
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
保
険

料
激
変
緩
和
措
置
も
継
続
し
て
お
り
、

高
齢
者
の
負
担
減
の
配
慮
も
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
要
支
援
、
要
介
護
者
の

生
活
の
向
上
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
強
調
し
賛
成
と
い
た
し

ま
す
。


